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第
32
次
地
方
制
度
調
査
会

（
会
長
・
市
川
晃
住
友
林
業

社
長
）
は
7
月
31
日
、
第
3

回
総
会
を
全
国
都
市
会
館
で

開
き
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
2
0
4
0
年
を

見
据
え
た
地
方
行
政
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
中
間
報
告
を

取
り
ま
と
め
た
。
広
域
的
な

行
政
課
題
に
対
し
、
「
地
方

公
共
団
体
が
連
携
・
協
力
し

て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
「
圏

域
」
推
進
の
意
向
を
に
じ
ま

せ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
地
方

か
ら
は
警
戒
の
声
が
上
が
り
、

本
会
の
野
尻
哲
雄
会
長
（
大

分
市
）
は
、
『
市
町
村
行
政

一
般
が
広
域
連
携
の
対
象
だ

と
直
ち
に
結
論
づ
け
る
こ
と

に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
」

な
ど
と
注
文
を
付
け
た
（
発

言
詳
述
は
3
面
）
。

同
調
査
会
は
本
会
を
は
じ

め
地
方
側
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
来
年
夏
ま
で
に
最
終

答
申
を
ま
と
め
る
。

中
間
報
告
に
よ
る
と
40
年

に
は
85
歳
以
上
の
人
口
が
15

年
比
倍
増
の
1
0
0
0
万
人

超
と
な
る
一
方
、
生
産
年
齢

人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
が
6

0
0
0
万
人
弱
と
、
15
年
比

で
大
幅
に
落
ち
込
む
。

同
報
告
で
は
こ
う
し
た
人

口
構
成
の
変
動
で
生
じ
る
課

題
と
し
て
、
労
働
力
不
足
や

医
療
・
介
護
需
要
の
増
大
、

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
、
空
き
家

増
に
よ
る
都
市
の
低
密
度
な

ど
を
列
挙
。
こ
れ
ら
の
諸
問

題
は
地
域
ご
と
に
も
表
れ
方

が
違
っ
て
く
る
と
も
指
摘
し
、

「
地
方
公
共
団
体
が
地
域
や

組
織
の
枠
を
越
え
て
連
携
・

役
割
分
担
す
る
こ
と
が
必

要
」
と
強
調
し
た
。

野野
尻尻
会会
長長「「
市市
町町
村村
起起
点点
がが
原原
点点
」」

こ
れ
に
対
し
、
地
方
5
団

体
（
全
国
知
事
会
は
欠
席
）

が
意
見
を
表
明
。
野
尻
会
長

は
、
地
方
自
治
の
原
点
で
あ

る
「
市
町
村
起
点
」
の
考
え

方
を
大
事
に
す
べ
き
だ
と
の

認
識
を
強
調
し
た
上
で
「
広

域
連
携
を
否
定
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ど
ん
な
分
野

の
事
業
で
広
域
的
な
市
町
村

連
携
が
必
要
に
な
る
か
、
役

割
分
担
の
整
理
を
ま
ず
行
っ

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、
一
定
の
市
町
村
の
区
域

を
画
一
的
・
固
定
的
に
「
圏

域
」
と
し
て
設
定
す
る
こ
と

に
警
戒
の
念
を
示
し
、
同
調

査
会
で
の
今
後
の
審
議
に
つ

い
て
「
全
国
隈
な
く
『
圏
域
』

の
中
に
市
町
村
を
押
し
込
め

る
よ
う
な
中
央
集
権
的
な
発

想
の
転
換
は
と
ら
な
い
で
ほ

し
い
」
と
注
文
を
つ
け
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
こ
の

ほ
か
「
『
圏
域
』
に
関
す
る

言
葉
が
漠
然
と
し
た
ま
ま
使

わ
れ
て
い
る
。自
治
体
が『
地

方
公
共
団
体
』
と
い
う
一
つ

の
言
葉
で
も
く
く
ら
れ
て
い

る
」
（
立
谷
秀
清
全
国
市
長

会
会
長
）
「
な
ぜ
現
行
制
度

の
活
用
で
は
だ
め
な
の
か
」

（
荒
木
泰
臣
全
国
町
村
会
会

長
）
「
国
が
一
定
の
枠
組
み

を
決
め
、
誘
導
し
て
圏
域
行

政
に
も
っ
て
い
く
の
は
認
め

ら
れ
な
い
」
（
松
尾
文
則
全

国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
）

と
の
意
見
も
出
た
。

諮
問
文
に
あ
る
「
圏
域
に

お
け
る
協
力
関
係
」
に
縛
ら

れ
る
よ
う
な
議
論
に
警
戒
感

を
示
す
意
見
も
出
さ
れ
、
市

川
会
長
が
最
後
に
「
圏
域
を

前
提
と
し
た
議
論
は
し
て
い

な
い
。
現
行
制
度
の
良
さ
も

含
め
て
今
後
、
議
論
し
て
い

き
た
い
」
と
引
き
取
っ
た
。

野
尻
哲
雄
会
長

（
大
分
市
）
は
7

月
31
日
、
与
党
要

職
に
対
し
、
6
月
11
日
開
催

の
第
95
回
定
期
総
会
で
決
定

し
た
要
望
書
を
手
交
し
、「
多

様
な
人
材
の
市

議
会
へ
の
参
画

促
進
」
、
「
東

日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復

興
」
―
な
ど
に

つ
い
て
面
談
要

望
を
行
っ
た
。

（
要
望
活
動
の

詳
細
、
写
真
は

2
面
に
掲
載
）

8月25日
毎月3回5の日に発行
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ぜんこくしぎかいじゅんぽう

市議会旬報
「「
圏圏
域域
」」
構構
想想
にに
疑疑
問問
相相
次次
ぐぐ

野尻会長 与党要職に要望

第第
3322
次次
地地
制制
調調
「「
広広
域域
連連
携携
」」
中中
間間
報報
告告

坂本哲志「地方議会の課題に関するPT」
座長（左）に要望書を手交する野尻会長

地制調総会で発言する野尻会長

（1） 令和元年8月25日 第20９３・4号全国市 議 会 旬 報
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野
尻
哲
雄
会
長（
大
分
市
）

は
7
月
31
日
、
自
由
民
主
党

及
び
公
明
党
の
要
職
に
対
し
、

6
月
11
日
開
催
の
第
95
回
定

期
総
会
で
決
定
し
た
要
望
書

を
手
交
の
上
、
面
談
要
望
を

行
っ
た
。

要
望
内
容
は
、
定
期
総
会

で
決
定
の
会
長
提
出
決
議

（
①
多
様
な
人
材
の
市
議
会

へ
の
参
画
促
進
に
関
す
る
決

議
②
地
方
創
生
・
地
方
分
権

改
革
の
推
進
及
び
地
方
税
財

源
の
充
実
確
保
に
関
す
る
決

議
③
地
震
、
集
中
豪
雨
な
ど

頻
発
・
激
甚
化
す
る
大
規
模

災
害
等
に
対
応
す
る
防
災
・

減
災
対
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
決
議
④
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す

る
決
議
―
い
ず
れ
も
本
紙
2

0
8
8
号
12
〜
14
面
に
掲

載
）
に
つ
い
て
。
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進

に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
制

度
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加

入
実
現
な
ど
を
含
む
内
容
を

要
望
し
た
。

【面談者】
▽坂本哲志自民党総務部会地方議会の
課題に関するＰＴ座長

▽あかま二郎自由民主党総務部会長
▽斉藤鉄夫公明党幹事長
▽石田祝稔公明党政務調査会長
▽桝屋敬悟公明党総務部会長

2040未来ビジョン出前セミナー
―全国トップで柳井市―

「2040未来ビジョン出前セミ
ナー」が9日、全国のトップを切
って中国ブロックの山口県柳井
市で開かれた。同県下13市の市
議会議長、議員ら約300人が参加
し、外国人労働者の受け入れ拡
大が進む中、地方自治体の関心
が高い「外国人と労働環境」につ
いて熱心に聴講した。
本会の滝本純生事務総長のあいさつに続き、外国

人労働者問題に詳しい杉田昌平弁護士が登壇。今年
4月に出入国管理法が改正され、新たな在留資格「特
定技能」が設けられたことなどを踏まえ、法律、制度

などの側面から
現況を詳細に説
明した。
杉田氏は、地

方自治関係では
外国人労働者と
の間で①コミュ
ニケーション支
援②生活支援③
多文化共生の地

域づくり―などで課題を抱えているとの見方を示し
た。その具体例の一つとして、日本に住む外国人への
日本語教育充実をうたった日本語教育推進法で地方
公共団体の責務が明記されていることを取り上げ、
「自治体は教育人材を集めるのが大変。地方の課題と
して大変重たく、費用負担の問題もある」などと地方
負担が過剰になりかねない問題点を例示した。
講演後の質疑では防災対応や生活支援のあり方な

どについて活発なやりとりが展開された。

会
長
提
出
決
議
に
つ
い
て
要
望

杉田講師

地
方
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
な
ど
求
め
る

あかま自民党総務部会長（右）

斉藤公明党幹事長（左）

石田公明党政務調査会長（左）

桝屋公明党総務部会長（右）

第20９３・4号 令和元年8月25日 （2）全国市 議 会 旬 報



第
1
6
5
回
産
業
経
済
委

員
会
（
委
員
長
・
佐
藤
洋
桶

川
市
議
会
議
長
）
が
7
月
30

日
開
か
れ
、
「
海
洋
ご
み
対

策
」
な
ど
国
へ
の
要
望
を
取

り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
今

後
の
運
営
方
針
な
ど
に
つ
い

て
決
定
し
た
。

冒
頭
、佐
藤
委
員
長
が「
本

委
員
会
は
国
民
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

各
分
野
を
所
管
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
具
体
的
な
課

題
と
し
て
、
農
林
水
産
業
に

つ
い
て
担
い
手
の
育
成
・
確

保
、
治
山
事
業
、
水
産
資
源

の
維
持
な
ど
を
挙
げ
た
。

特
に
直
近
の
課
題
と
し
て

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問

題
を
取
り
上
げ
、
「
近
年
、

我
が
国
の
海
岸
に
国
内
外
か

ら
大
量
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
が
押
し
寄
せ
、
生
態

系
を
含
む
環
境
の
悪
化
、
漁

業
へ
の
影
響
な
ど
被
害
が
生

じ
て
い
る
」
と
し
て
早
急
な

国
の
対
応
が
必
要
と
の
認
識

を
示
し
た
。

ま
た
、
中
小
企
業
対
策
で

資
金
繰
り
対
策
や
地
域
資
源

活
用
の
必
要
性
を
強
調
。「
食

の
安
全
」
で
は
輸
入
食
材
の

監
視
や
検
査
体
制
強
化
、
さ

ら
に
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
で
原
子
力
発
電
の
安
全
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研

究
開
発
な
ど
の
課
題
を
挙
げ

た
。こ

の
後
の
協
議
で
は
、
各

委
員
会
共
通
の
「
東
日
本
大

震
災
に
関
す
る
要
望
書
」
に

つ
い
て
原
案
通
り
決
定
。

産
業
経
済
委
所
管
事
項
に

つ
い
て
は
、
海
洋
ご
み
対
策

で
「
漁
場
機
能
の
維
持
・
回

復
等
に
向
け
、
漁
業
者
等
が

行
う
海
洋
ご
み
の
回
収
・
処

理
、
水
産
都
市
の
漂
流
・
漂

着
・
海
洋
ご
み
対
策
へ
の
財

政
措
置
拡
充
」
と
の
要
望
を

決
定
し
た
。
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
林
水
産
被
害
対
策
で
は
、

被
害
防
止
施
策
に
対
す
る
財

政
支
援
の
充
実
を
求
め
る
と

と
も
に
、
ジ
ビ
エ
利
用
の
拡

大
推
進
を
要
望
し
た
。
漁
業

被
害
対
策
で
は
、
「
ト
ド
、

大
型
ク
ラ
ゲ
な
ど
」
の
有
害

生
物
に
よ
る
被
害
の
対
策
強

化
を
求
め
た
。

決
定
し
た
要
望
事
項
は
要

望
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

正
副
委
員
長
は
農
林
水
産
省

な
ど
へ
、
各
委
員
は
地
元
選

出
国
会
議
員
な
ど
へ
要
望
活

動
を
行
う
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。次

回
は
11
月
8
日
に
開
く
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
中
小
企

業
庁
の
髙
倉
秀
和
総
務
課
長

が
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
政
策
の
展
開
」
と
の
演

題
で
、
農
林
水
産
省
の
山
口

靖
大
臣
官
房
政
策
課
長
が

「
農
林
水
産
行
政
の
最
近
の

動
向
」
と
の
演
題
で
講
演
し

た
。今

回
、
新
た
に
盛
り
込
ん

だ
主
な
要
望
項
目
は
次
の
通

り
。

▽
（
農
業
振
興
対
策
）
防
災

重
点
た
め
池
の
早
期
改
修

に
要
す
る
財
政
支
援
拡
充

▽
（
同
）
豚
コ
レ
ラ
の
防
疫

・
危
機
管
理
体
制
強
化

▽
（
林
業
振
興
対
策
）
条
件

不
利
地
域
な
ど
の
整
備
拡

充
▽
（
水
産
業
振
興
対
策
）
海

洋
ご
み
対
策
（
略
）

▽
（
農
林
水
産
業
対
策
）
ジ

ビ
エ
利
用
拡
大
、
ト
ド
、

大
型
ク
ラ
ゲ
対
策
（
略
）

▽
（
地
域
経
済
対
策
）
帰
趨

い
か
ん
で
は
影
響
甚
大
の

日
米
物
品
貿
易
協
定
（
Ｔ

Ａ
Ｇ
）
へ
の
厳
し
い
姿
勢

で
の
対
応

▽
（
同
）
「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ

ン
」
施
策
の
着
実
な
実
施

と
予
算
措
置

野尻本会会長の地制調総会発言要旨（1面参照）
1、市町村は、住民に最も身近な基礎自治体。「市町村
起点」は地方自治の原点だ。「人口減少など地域の急
速な構造変化に一般市町村は到底対応できない」と証
拠のない前提に立ち、「だから地域の枠を越えた連携
だ」と一足飛びに議論するのは論理の飛躍。
1、報告書に使われる「地方公共団体」という言葉に、
まさにこれから議論する「圏域」概念が含まれている
のではないかと憶測してしまう。
1、広域連携を否定しているわけではないが、市町村行
政一般が連携対象だと直ちに結論付けることは慎重で
あるべきだ。どんな分野の事業で広域的な市町村連携
や都道府県の補完が必要になるか、役割分担の整理を
まず行ってほしい。広域連携の地理的範囲、内容、連
携手法などの選択は市町村の主体的判断に委ねてほし
い。
1、「生活圏」「経済圏」といった曖昧な地域概念の下、
市町村の行政一般を視野に、一定の市町村の区域を画
一的・固定的に「圏域」として全国に張り巡らすよう
な政策には賛成しかねる。「圏域」設定が政府方針と
して決定され、既成事実化している現状は残念だ。
1、私どもの誤解でなく事実であるとすれば、戦後地方
自治制度の根幹をなす「市町村中心」の大転換と認識
せざるを得ない。地方自治制度の根幹を変える議論で
ありながら、国土政策や地域政策の衣をまとい、それ
と気付かれないようになし崩し的に本質的な変容を迫
る審議の進め方は、国・地方の信頼を大きく損なうこ
とにならないか、危惧している。全国隈なく「圏域」
の中に市町村を押し込めるような中央集権的な発想の
政策はとらないでほしい。

産業経済委員会の様子

海
洋
プ
ラ
対
策
を
要
望

第
1
6
5
回
産
業
経
済
委
員
会佐藤委員長

（桶川市）

（3） 令和元年8月25日 第20９３・4号全国市 議 会 旬 報



第
1
6
5
回
建
設
運
輸
委

員
会
（
委
員
長
�
大
矢
根
秀

明
川
西
市
議
会
議
長
）
が
8

月
1
日
開
催
さ
れ
、
「
自
然

災
害
対
策
の
推
進
」
「
各
種

交
通
基
盤
の
整
備
」
な
ど
国

へ
の
要
望
を
決
定
し
、
会
議

終
了
後
、
要
望
運
動
を
展
開

し
た
。

会
議
冒
頭
、
大
矢
根
委
員

長
は
「
我
が
国
で
は
大
規
模

地
震
や
豪
雨
災
害
に
よ
る
被

害
を
防
止
・
軽
減
す
る
対
策

を
講
じ
て
い
る
が
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震

の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、

防
災
・
減
災
対
策
の
よ
り
一

層
の
推
進
が
急
務
。
国
土
強

靭
基
本
法
な
ど
の
災
害
関
連

の
法
律
に
基
づ
く
施
策
の
着

実
な
推
進
や
気
象
観
測
・
監

視
体
制
の
強
化
」
な
ど
を
要

望
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

協
議
で
は
、
本
委
員
会
が

所
管
す
る
自
然
災
害
対
策
や

各
種
社
会
基
盤
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
の
社
会
資
本
の
整

備
に
関
す
る
分
野
に
つ
い
て
、

前
年
度
か
ら
の
申
し
送
り
事

項
、
所
管
事
項
を
巡
る
最
近

の
情
勢
な
ど
を
勘
案
し
た
7

項
目
か
ら
な
る
「
要
望
書
」
、

各
委
員
会
共
通
の
「
東
日
本

大
震
災
に
関
す
る
要
望
書
」

を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

地
震
、
集
中
豪
雨
な
ど
頻

発
・
激
甚
化
す
る
大
規
模
災

害
等
に
対
応
す
る
防
災
・
減

災
対
策
の
充
実
強
化
は
、
全

委
員
会
共
管
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
委
員
会
で
は
、
災
害

時
に
住
民
が
適
切
に
避
難
行

動
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
全
国
的
な
防
災
意
識
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地

方
自
治
体
が
行
う
防
災
教
育
、

避
難
訓
練
等
の
支
援
拡
充
を

図
る
こ
と
な
ど
災
害
時
の
情

報
伝
達
等
の
充
実
強
化
を
求

め
た
。

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
記

録
的
な
大
雨
が
発
生
し
、
水

害
が
頻
発
し
、
激
甚
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
災
害

対
策
の
推
進
で
は
、
治
山
・

治
水
対
策
に
つ
い
て
一
層
の

充
実
強
化
、
局
所
的
な
豪
雪

の
増
加
に
備
え
た
、
地
方
自

治
体
が
実
施
す
る
雪
害
対
策

に
つ
い
て
十
分
な
財
政
措
置

―
な
ど
を
求
め
た
。

各
種
交
通
基
盤
の
整
備
で

は
、
高
規
格
道
路
網
の
早
期

完
成
を
は
じ
め
と
し
た
道
路

の
整
備
促
進
、
新
幹
線
整
備

の
促
進
、
並
行
在
来
線
の
存

続
を
求
め
た
ほ
か
、
太
平
洋

側
を
中
心
に
集
約
さ
れ
て
き

た
物
流
拠
点
に
つ
い
て
、
リ

ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら
も
日

本
海
側
の
拠
点
と
な
る
港
湾

の
更
な
る
機
能
強
化
を
図
る

こ
と
を
求
め
た
。

都
市
基
盤
整
備
の
推
進
で

は
、
全
国
一
律
の
規
制
と
な

っ
て
い
る
土
地
利
用
関
連
法

制
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
て
い
な
い
と
指
摘
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
方
の

裁
量
を
拡
大
す
る
こ
と
を
求

め
た
ほ
か
、
倒
壊
す
る
危
険

の
あ
る
空
き
家
等
の
除
去
に

対
す
る
更
な
る
支
援
の
拡
充

を
図
る
こ
と
、
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向

け
た
環
境
整
備
、
未
利
用
国

有
地
の
地
域
限
定
を
堆
積
場

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

当
該
用
地
の
無
償
貸
与
等
の

措
置
を
図
る
こ
と
な
ど
を
求

め
た
。

こ
の
ほ
か
、
訪
日
外
国
人

の
増
加
に
向
け
た
各
種
施
策

で
は
、
諸
外
国
で
の
訪
日
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
、
観
光

先
進
国
実
現
に
向
け
た
観
光

基
盤
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
の
国
際
観
光
旅
客
税
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
体
が
創
意

工
夫
を
生
か
せ
る
交
付
金
の

創
設
を
求
め
た
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
総

合
政
策
局
の
森
戸
義
貴
公
共

事
業
企
画
調
整
課
長
が
「
イ

ン
フ
ラ
の
戦
略
的
な
維
持
管

理
・
更
新
」
と
の
演
題
で
、

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災

担
当
）
付
参
事
官
（
総
括
担

当
）
付
の
鈴
木
圭
祐
参
事
官

補
佐
が
「
最
近
の
災
害
対
策

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と

の
演
題
で
講
演
し
た
。

◆

◆

◆

◆

委
員
会
終
了
後
、
大
矢
根

委
員
長
は
、
風
間
輝
榮
副
委

員
長（
阿
賀
野
市
議
会
議
長
）、

出
水
睦
雄
副
委
員
長
（
出
水

市
議
会
議
長
）
と
と
も
に
、

谷
公
一
衆
議
院
国
土
交
通
委

員
長
ほ
か
、
工
藤
彰
三
国
土

交
通
大
臣
政
務
官
に
面
談
し
、

本
委
員
会
で
決
定
し
た
要
望

書
を
手
交
の
上
、
要
請
を
行

っ
た
。

要
望
項
目
は
次
の
通
り
。

1

地
方
創
生
・
地
方
分
権

改
革
の
推
進
及
び
地
方
税
財

源
の
充
実
確
保

2

地
震
、
集
中
豪
雨
な
ど

頻
発
・
激
甚
化
す
る
大
規
模

災
害
等
に
対
応
す
る
防
災
・

減
災
対
策
の
充
実
強
化

3

自
然
災
害
対
策
の
推
進

（
地
震
・
津
波
対
策
の
推
進

な
ど
4
項
目
）

4

各
種
交
通
基
盤
整
備
の

推
進
（
道
路
の
整
備
促
進
な

ど
8
項
目
）

5

都
市
基
盤
整
備
の
推
進

（
社
会
資
本
整
備
事
業
等
の

推
進
な
ど
7
項
目
）

6

下
水
道
整
備
の
推
進

（
持
続
的
な
下
水
道
事
業
の

推
進
な
ど
2
項
目
）

7

観
光
立
国
の
推
進
（
訪

日
外
国
人
の
増
加
に
向
け
た

施
策
な
ど
2
項
目
）

工藤彰三国交大臣政務官（左から2人目）

自
然
災
害
対
策
推
進
な
ど
を
要
望

第
1
6
5
回
建
設
運
輸
委
員
会

谷公一衆議院国土交通委員長（左から2人目）

大矢根委員長
（川西市）
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要
望
項
目
概
要

第
1
5
3
回
地
方
行
政
委

員
会
（
委
員
長
�
川
上
幸
博

出
雲
市
議
会
議
長
）
が
8
月

7
日
に
全
国
都
市
会
館
で
開

催
さ
れ
、
国
へ
の
要
望
を
取

り
ま
と
め
る
と
と
も
に
今
後

の
運
営
方
針
な
ど
に
つ
い
て

申
し
合
わ
せ
た
。

委
員
会
冒
頭
、
川
上
委
員

長
は
、
「
多
様
な
人
材
の
市

議
会
へ
の
参
画
促
進
」や「
地

方
分
権
改
革
の
推
進
」、「
地

方
創
生
の
推
進
」
、
「
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
」
な

ど
の
重
要
案
件
を
挙
げ
、「
皆

様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

次
に
、
副
委
員
長
市
で
あ

る
千
歳
市
の
議
長
交
代
に
伴

い
、
佐
々
木
雅
宏
千
歳
市
議

会
議
長
を
副
委
員
長
に
選
任

し
た
。

協
議
で
は
、
地
方
行
政
関

連
施
策
に
つ
い
て
の
17
項
目

か
ら
な
る
「
要
望
書
」
、
各

委
員
会
共
通
の
「
東
日
本
大

震
災
に
関
す
る
要
望
書
」
に

つ
い
て
原
案
通
り
決
定
（
要

望
項
目
概
要
を
下
掲
）
。

特
に
「
要
望
書
」
の
う
ち

「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
」

に
つ
い
て
の
項
目
で
は
、
地

方
分
権
改
革
が
進
展
す
る
中

で
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
や
国
か
ら
地
方
、
都

道
府
県
か
ら
基
礎
自
治
体
へ

の
権
限
移
譲
が
未
だ
不
十
分

で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
義
務

付
け
・
枠
付
け
の
更
な
る
見

直
し
と
権
限
移
譲
の
推
進
、

提
案
募
集
の
積
極
的
な
活
用

に
つ
い
て
求
め
た
。

「
多
様
な
人
材
の
市
議
会

へ
の
参
画
促
進
」
に
つ
い
て

で
は
、
多
様
な
人
材
の
参
画

を
促
す
対
策
が
地
方
議
員
の

な
り
手
不
足
を
克
服
す
る
一

助
に
な
る
と
し
、
多
様
な
層

の
住
民
が
議
員
と
し
て
地
方

議
会
に
参
画
で
き
る
よ
う
環

境
整
備
を
求
め
た
。
ま
た
、

更
な
る
地
方
議
会
の
権
能
強

化
や
今
後
の
市
町
村
議
会
の

あ
り
方
、
地
方
選
挙
に
お
け

る
投
票
時
の
移
動
支
援
に
要

す
る
経
費
の
全
額
措
置
に
対

し
て
要
望
し
た
。

次
回
の
第
1
5
4
回
委
員

会
は
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ

る
。こ

の
ほ
か
、
総
務
省
自
治

行
政
局
行
政
課
の
阿
部
知
明

課
長
が
「
『
地
方
行
政
を
め

ぐ
る
最
近
の
動
向
』
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
、
第
32

次
地
方
制
度
調
査
会
中
間
報

告
の
概
要
、
総
務
省
ス
マ
ー

ト
自
治
体
研
究
会
の
報
告
書
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
・
利
活
用
促
進
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

◆

◆

◆

◆

こ
の
日
の
委
員
会
終
了
後
、

川
上
委
員
長
、
久
坂
く
に
え

副
委
員
長
（
鎌
倉
市
議
会
議

長
）
、
佐
々
木
副
委
員
長
の

正
副
委
員
長
は
、
徳
茂
雅
之

自
由
民
主
党
総
務
部
会
副
部

会
長
、
佐
々
木
紀
自
由
民
主

党
総
務
部
会
地
方
議
会
の
課

題
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
幹
事
、
黒

田
武
一
郎
総
務
審
議
官
に
対

し
て
面
談
し
、
本
委
員
会
で

決
定
し
た
要
望
書
を
手
交
の

上
、
要
請
を
行
っ
た
。

①
地
方
分
権
改
革
の
推
進

（
「
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
及
び
都
道
府
県
か
ら

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲

等
」
―
な
ど
4
項
目
）

②
地
方
創
生
の
推
進
（
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
適
切
な
位
置
付

け
」
―
な
ど
9
項
目
）

③
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
合

区
の
解
消

④
多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ

の
参
画
促
進
（
「
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
を
促

す
環
境
整
備
」
―
な
ど
4
項

目
）

⑤
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

議
員
の
加
入

⑥
地
震
、
集
中
豪
雨
な
ど
頻

発
・
激
甚
化
す
る
大
規
模
災

害
等
に
対
応
す
る
防
災
・
減

災
対
策
の
充
実
強
化
（
「
災

害
復
旧
・
復
興
支
援
対
策
の

充
実
強
化
」
「
地
震
・
津
波

・
火
山
噴
火
対
策
等
の
充
実

強
化
」
―
な
ど
6
項
目
）

⑦
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強

化
（
「
消
防
防
災
施
設
・
設

備
整
備
に
対
す
る
財
政
措
置

の
充
実
強
化
」
―
な
ど
5
項

目
）

⑧
過
疎
地
域
の
自
立
促
進

（
「
過
疎
地
域
に
対
す
る
財

政
措
置
の
充
実
」
―
な
ど
3

項
目
）

⑨
合
併
市
町
村
に
対
す
る
支

援
の
拡
充

⑩
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

に
係
る
取
組
強
化
（
「
制
度

の
運
用
に
係
る
財
政
措
置
の

拡
充
」
―
な
ど
2
項
目
）

⑪
基
地
対
策
関
係
予
算
の
確

保
等
（
「
基
地
交
付
金
・
調

整
交
付
金
の
増
額
確
保
等
」

―
な
ど
3
項
目
）

⑫
治
安
対
策
の
強
化
（
「
治

安
対
策
の
強
化
」
―
な
ど
3

項
目
）

⑬
所
有
者
不
明
土
地
対
策

（
「
地
方
自
治
体
等
が
円
滑

に
利
活
用
・
管
理
で
き
る
環

境
の
整
備
」―
な
ど
3
項
目
）

⑭
北
方
領
土
返
還
（
「
早
期

返
還
の
実
現
」
―
な
ど
3
項

目
）

⑮
竹
島
の
領
有
権
確
立

⑯
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

な
改
定
及
び
在
沖
米
軍
基
地

の
負
担
軽
減

⑰
人
権
救
済
制
度
の
確
立

佐々木紀自民党地方議会ＰＴ幹事

多
様
な
人
材
市
議
会
参
画
へ

第
1
5
3
回
地
方
行
政
委
員
会

徳茂雅之自民党総務部会副部会長

川上委員長
（出雲市）
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都
市
行
政
問
題
研
究
会

（
会
長
阿
部
真
之
助
福
岡
市

議
会
議
長
）
は
8
月
19
日
、

全
国
都
市
会
館
で
第
1
1
0

回
総
会
を
開
催
し
、
平
成
30

年
・
令
和
元
年
度
の
研
究
テ

ー
マ
で
あ
る
「
都
市
に
お
け

る
観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等

へ
の
対
応
」
に
関
す
る
調
査

研
究
報
告
書
（
素
案
）
の
ほ

か
、
研
究
会
の
今
後
の
運
営

な
ど
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

阿
部
会
長
は
会
議
冒
頭
、

今
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

「
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
に
よ
る
国
内
観
光
需

要
の
低
迷
や
地
域
の
活
力
の

低
下
が
予
測
さ
れ
る
中
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
施
策
の
推

進
は
、
地
域
に
観
光
収
入
の

増
加
、
雇
用
機
会
の
創
出
、

地
元
企
業
の
成
長
等
を
も
た

ら
し
、
地
域
の
活
性
化
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

会
議
で
は
、
平
成
30
年
度

の
会
計
決
算
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
監
事
を
代
表
し
て

森
本
茂
樹
呉
市
議
会
議
長
か

ら
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

旨
報
告
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

次
に
研
究
会
に
関
す
る
調

査
研
究
報
告
書
（
素
案
）
に

つ
い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
了

承
し
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
政
府

が
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
掲
げ

た
平
成
15
年
当
時
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
約
5
0
0
万

人
が
、
平
成
29
年
に
は
過
去

最
高
の
2
8
6
9
万
人
に
膨

れ
上
が
り
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
に
よ
る
日
本
国
内
に
お

け
る
消
費
額
も
平
成
24
年
か

ら
平
成
29
年
ま
で
の
5
年
間

で
4
・
1
倍
と
大
幅
に
増
加

し
た
。
こ
う
し
た
環
境
の
大

き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
報
告

書
で
は
観
光
を
日
本
の
主
要

な
産
業
と
し
て
確
立
し
、
持

続
可
能
な
観
光
立
国
を
実
現

さ
せ
る
た
め
と
し
て
、
各
都

市
に
お
け
る
観
光
施
策
の
あ

り
方
に
つ
い
て
方
向
性
を
取

り
ま
と
め
た
。
ま
た
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
施
策
の
プ
ロ

を
養
成
し
て
い
く
必
要
性
や

推
進
組
織
の
整
備
の
有
効
性

に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

来
年
2
月
開
催
予
定
の
総

会
に
諮
る
。

都
市
行
政
問
題
研
究
会
は
、

今
年
2
月
に
開
催
さ
れ
た
総

会
で
、
発
展
的
に
解
消
し
、

本
会
に
「
都
市
問
題
に
関
す

る
特
別
委
員
会
（
仮
称
）
」

を
設
置
す
る
方
向
で
検
討
・

調
査
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
。

去
る
6
月
11
日
開
催
の
本
会

定
期
総
会
で
後
継
組
織
と
し

て
特
別
委
員
会
設
置
の
構
想

骨
子
等
が
了
承
さ
れ
た
。
こ

の
一
連
の
い
き
さ
つ
に
つ
い

て
事
務
局
が
19
日
の
総
会
で

報
告
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
来
年

2
月
開
催
の
都
市
研
第
1
1

1
回
総
会
を
解
散
総
会
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
、
そ
の
年

ご
と
に
個
別
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
課
題
の
解
決
策
を
探
る

1
年
限
り
の
特
別
委
員
会
を

設
け
る
。

お
お
こ
そ

こ
の
日
は
ま
た
、
大
社
充

Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
機
構
代
表
理
事

／
京
都
大
学
経
営
管
理
大
学

院
非
常
勤
講
師
が
「
観
光
振

興
に
よ
る
地
方
創
生
―
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
よ
る
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
観
光
地
域
経
営
」
と

の
演
題
で
講
演
し
た
。

都市における観光、インバウンド等への対応
（素案）【目次・概要】

～交流人口の拡大が地方創生を推進し、
都市の活力向上に貢献する～

○ はじめに
インバウンド観光施策の推進は地域の活性化
に大きく寄与することが期待される

1 我が国における観光の動向
⑴ 訪日旅行の動向
⑵ 観光立国の実現

2 我が国における観光施策
⑴ 我が国における観光施策
（2017年（平成29年）～2018年（平成30年））

⑵ 我が国における観光復興
3 持続可能な観光に向けて
⑴ 観光における連携の取組を行っている都市
⑵ 観光施策に関し先進的な取組を行っている

都市
4 まとめ
⑴ 国の観光関連施策に関する活用状況等
⑵ インバウンド観光施策における留意点、効
果、具体的事業、成果、実施主体（日本版
DMOの設立）、MICE戦略、議会の役割

○ おわりに
インバウンド観光施策の展開による交流人口
拡大、地方創生推進、都市の活力向上などが
望まれる

○ 参考資料

▼
議
長

▽
藤
井
寺
片
山
敬
子（
5
・
24
）

▽
あ
き
る
野天

野
正
昭（
7
・
18
）

▽
白
河

菅
原
修
一（
7
・
19
）

▼
副
議
長

▽
藤
井
寺
木
下

誇（
5
・
24
）

▽
あ
き
る
野

中
村
の
り
ひ
と（
7
・
18
）

▽
白
河

水
野
谷
正
則（
7
・
19
）

▼
事
務
局
長

▽
調
布

小
柳

栄（
5
・
31
）

▽
田
川

戝
津
嘉
久（
6
・
1
）

▽
葛
城

岩
永
睦
治（
6
・
10
）

▽
村
山

松
田
充
弘（
7
・
1
）

▽
行
田

門
倉
正
明（
7
・
1
）

議議
会会
人人
事事

大社ＤＭＯ推進機構代表理事

都 市 研
第110回
総 会

イイ
ンン
ババ
ウウ
ンン
ドド
施施
策策
推推
進進

報報
告告
書書
素素
案案

来
年
2
月
に
解
散
総
会

阿部都市研会長
（福岡市）
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74
回
目
の
終
戦
記
念
日
を

迎
え
た
8
月
15
日
、
政
府
主

催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
遺
族
の
方
々
を

は
じ
め
、
安
倍
晋
三
首
相
や

野
尻
哲
雄
本
会
会
長
（
大
分

市
議
会
議
長
）
ら
約
6
2
0

0
人
が
参
列
し
、
戦
没
者
3

1
0
万
人
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

本
年
5
月
1
日
の
即
位
後

初
め
て
の
出
席
と
な
っ
た
天

皇
陛
下
は
「
お
こ
と
ば
」
で

「
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平

和
な
歳
月
に
思
い
を
致
し
つ

つ
、
こ
こ
に
過
去
を
顧
み
、

深
い
反
省
の
上
に
立
っ
て
、

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
繰
り
返

さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、

戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た

人
々
に
対
し
、
全
国
民
と
共

に
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表

し
、
世
界
の
平
和
と
我
が
国

の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

式
典
で
は
、
安
倍
首
相
か

ら
「
今
私
た
ち
が
享
受
し
て

い
る
平
和
と
繁
栄
は
、
戦
没

者
の
皆
様
の
尊
い
犠
牲
の
上

に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
な
い
」
と

追
悼
の
式
辞
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
正
午
か
ら
1
分

間
、
参
列
者
全
員
で
黙
と
う

を
捧
げ
た
。

本
日
、
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に

当
た
り
、
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
臨
み
、
さ
き
の
大
戦
に

お
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い

命
を
失
っ
た
数
多
く
の
人
々

と
そ
の
遺
族
を
思
い
、
深
い

悲
し
み
を
新
た
に
い
た
し
ま

す
。

終
戦
以
来
74
年
、
人
々
の

た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁

栄
が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
多
く
の
苦
難
に
満
ち
た

国
民
の
歩
み
を
思
う
と
き
、

誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平

和
な
歳
月
に
思
い
を
致
し
つ

つ
、
こ
こ
に
過
去
を
顧
み
、

深
い
反
省
の
上
に
立
っ
て
、

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
繰
り
返

さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、

戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た

人
々
に
対
し
、
全
国
民
と
共

に
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表

し
、
世
界
の
平
和
と
我
が
国

の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

【
出
典
�
宮
内
庁
Ｈ
Ｐ
（
原

文
の
ま
ま
掲
載
）
】

天天
皇皇
陛陛
下下
おお
ここ
とと
ばば

全
国
広
域
連
携
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
山
田
延
孝
鳥

取
市
議
会
議
長
）
は
7
月
30

日
、
全
国
都
市
会
館
で
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

を
開
催
し
た
。

会
議
冒
頭
、
山
田
会
長
か

ら
「
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
2
0
1

9
』
に
は
、
連
携
中
枢
都
市

圏
や
定
住
自
立
圏
構
想
の
推

進
と
と
も
に
、
各
圏
域
に
お

け
る
取
組
の
更
な
る
進
化
へ

の
支
援
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

広
域
連
携
は
今
後
の
地
方
創

生
の
推
進
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
広
域

連
携
施
策
に
対
す
る
支
援
措

置
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
広
域
連
携

施
策
に
関
す
る
要
望
」
（
要

望
項
目
概
要
は
下
掲
）
を
原

案
の
通
り
決
定
（
要
望
書
は

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
。
ほ
か
、
令
和
元
年
度

会
議
日
程
（
案
）
に
つ
い
て

了
承
し
た
。

会
議
で
は
、
田
中
聖
也
総

務
省
自
治
行
政
局
市
町
村
課

長
を
講
師
に
招
き
、
「
広
域

連
携
を
取
り
巻
く
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
説

明
を
受
け
た
。

会
議
終
了
後
、
山
田
会
長

は
じ
め
正
副
会
長
・
監
事
は
、

古
賀
友
一
郎
総
務
大
臣
政
務

官
ほ
か
総
務
省
幹
部
に
面
談

し
、
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
で
決
定
の
要
望
書

を
手
交
し
た
。

要
望
項
目
概
要

①
都
道
府
県
を
越
え
た
地
域

の
連
携
な
ど
多
様
な
広
域
連

携
の
あ
り
方
を
視
野
に
入
れ
、

地
方
自
治
体
の
意
見
を
十
分

反
映
し
た
広
域
連
携
施
策
の

引
き
続
き
の
推
進

②
地
方
自
治
体
の
実
情
に
応

じ
た
広
域
連
携
施
策
に
対
す

る
財
政
支
援

③
連
携
中
枢
都
市
圏
及
び
定

住
自
立
圏
の
条
件
の
更
な
る

緩
和
や
財
政
支
援
措
置
の
拡

充④
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
に
お
け
る
広
域
連
携
施
策

推
進
に
あ
た
り
地
方
自
治
体

へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供
及

び
意
見
の
十
分
な
反
映
、
地

域
間
連
携
の
推
進
等
広
域
連

携
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
次

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
策
定

「
戦
争
の
惨
禍

繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
願
う
」

広域協
広
域
連
携
施
策
推
進
へ
支
援
を
要
望

令
和
初
の
戦
没
者
追
悼
式
で
天
皇
陛
下追悼式の模様

【出典＝首相官邸HP】

古賀友一郎総務大臣政務官（中央）

山田広域協会長
（鳥取市）
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本
会
の
東
北
部
会
長
市
で

あ
る
秋
田
市
。
江
戸
〜
明
治

時
代
の
北
前
船
寄
港
地
と
し

て
知
ら
れ
る
が
、
最
近
は
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
地
元
で
は
観
光
客
ア
ッ

プ
に
喜
ぶ
こ
と
し
き
り
だ
。

豪豪
華華
大大
型型
客客
船船
もも

今
年
の
秋
田
港
へ
の
ク
ル

ー
ズ
船
入
港
予
定
は
23
件
と

3
年
前
の
10
件
か
ら
急
増
。

乗
客
定
員
三
千
人
超
の
豪
華

客
船
の
寄
港
も
た
び
た
び
あ

り
、
小
さ
な
村
な
ら
村
民
が

そ
の
ま
ま
移
動
し
て
く
る
か

の
よ
う
な
人
の
移
動
に
観
光

商
戦
も
大
い
に
盛
り
上
が
る
。

午
前
に
秋
田
港
に
着
き
、

夕
方
に
港
を
離
れ
る
ま
で
観

光
客
は
観
光
地
に
散
ら
ば
る
。

港
と
秋
田
駅
を
結
ぶ
「
ク
ル

ー
ズ
列
車
」
は
、
途
中
ま
で

貨
物
線
を
走
る
と
い
う
特
別

仕
立
て
だ
。

き
り
た
ん
ぽ
に
ハ
タ
ハ
タ
、

さ
ら
に
は
地
酒
に
稲
庭
う
ど

ん
―
。
す
べ
て
が
全
国
区
と

言
え
る
秋
田
名
物
は
多
く
の

観
光
客
の
胃
の
中
に
消
え
て

い
く
。

ク
ル
ー
ズ
船
は
秋
田
を
離

れ
た
後
、
金
沢
や
新
潟
へ
と

ル
ー
ト
を
た
ど
る
。
日
本
海

沿
い
の
各
地
の
港
に
立
ち
寄

る
北
前
船
さ
な
が
ら
の
航
行

ル
ー
ト
。
今
も
昔
も
秋
田
は

船
抜
き
で
は
語
れ
な
い
。

相相
次次
ぐぐ
遺遺
産産
登登
録録

市
関
連
で
は
、
3
年
前
に

秋
田
市
土
崎
港
に
伝
わ
る
祭

り
「
土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山

行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

北
前
船
も
2
年
前
、
寄
港
地

11
市
町
の
共
同
申
請
に
よ
る

ス
ト
ー
リ
ー
「
荒
波
を
越
え

た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異

空
間
〜
北
前
船
寄
港
地
・
船

主
集
落
」
が
文
化
庁
の
「
日

本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。

文
化
関
係
で
こ
の
と
こ
ろ
相

次
い
だ
朗
報
が
市
の
観
光
を

後
押
し
し
て
い
る
。

岩岩
谷谷
議議
長長
のの
話話

秋
田
市
は
秋
田
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
し
、
豊
か
な

自
然
と
充
実
し
た
都
市
機
能

を
併
せ
も
つ
都
市
で
す
。
ま

た
、
雑
誌（
※
）の
特
集「
2

0
1
9
年
版
『
住
み
た
い
田

舎
』
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」

に
お
い
て
、
人
口
10
万
人
以

上
の
部
門
で
全
国
5
位
に
選

ば
れ
る
な
ど
、
市
民
が
生
き

生
き
と
伸
び
や
か
に
暮
ら
せ

る
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
で

も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
市
制

1
3
0
周
年
を
迎
え
る
記
念

す
べ
き
年
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
関
連
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
秋
田
市
へ
お

越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

（
※
出
典
・
宝
島
社
「
田
舎

暮
ら
し
の
本
」
）

（
写
真
は
い
ず
れ
も
秋
田
市

提
供
）

国
内
最
大
級
の
動
員
数
の

祭
り
で
あ
る
「
博
多
ど
ん
た

く
港
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も

5
月
3
、
4
両
日
開
催
。
長

年
参
加
し
て
い
る
福
岡
市
議

会
ど
ん
た
く
隊
も
パ
レ
ー
ド

で
演
舞
を
披
露
、
躍
動
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
人
出
は

2
日
間
で
2
4
0
万
人
。
市

議
会
隊
は
、
議
員
54
人
、
事

務
局
職
員
25
人
の
総
勢
79
人
。

沿
道
を
埋
め
尽
く
し
た
見
物

客
か
ら
大
き
な
声
援
、
拍
手

を
浴
び
た
と
い
う
。

▽
周
南
市
（
山
口
県
）

所
在
地
、
電
話
番
号
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
変
更
な
し

▽
十
和
田
市
（
青
森
県
）

所
在
地
、
電
話
番
号
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
変
更
な
し

議
会
人
事

お知らせ
第2091・2号（8月5日号）で

もお伝えした通り、9月1日より
本会事務局「調査広報部」の名称
を「企画議事部」へと改称します。
市議会旬報に関する事務は以
前の調査広報部に引き続き、企
画議事部が担当しますのでよろ
しくお願いします。

岩谷政良議長
（秋田市）

周南市役所新庁舎
【提供＝周南市】

部会長市
紹介②

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
が
急
増

〜
秋
田
市
〜

博博
多多
どど
んん
たた
くく
でで
躍躍
動動

福福
岡岡
市市
議議
会会

十和田市役所新庁舎
【提供＝十和田市】

パレードする福岡市議会どんたく隊
【提供＝福岡市】

北前船の模型
（土崎みなと歴史伝承館）

入港時の歓迎イベント

土崎神明社祭の曳山行事

新新
庁庁
舎舎
落落
成成
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